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全作物共通
１ 施設栽培
○気象情報に留意し、低温が予測される場合はハウスやトンネルを早めに閉めるなどし、作物の生育適温を確保しましょう。
○日中急激にハウス内温度が上昇することがあります。高温障害や生理障害が助長されますので、換気を十分に行うなど、
作物の生育適温を確保しましょう。

○高温・乾燥時は、作物の生育や土壌の水分状況をしっかり確認し、適切なかん水管理に努めましょう。
○今後、田植え作業等で忙しくなるのでハウス管理には十分注意しましょう。
２ 露地栽培
○ほ場準備が遅れる場合、苗の老化防止に努めるとともに、地温や土壌水分を十分確保してから定植しましょう。
○局所的な大雨が年々増えています。明きょ等を事前に設置しておきましょう。

※本資料に記載の農薬や資材は「地域で推奨するもの」を使用し、倍率や収穫前日数に十分留意して使用してください。



◆農薬の使用に当たっては、使用基準を必ず守りましょう。
なお、品目ごとの栽培防除体系を基に減農薬でクリーンな野菜生産を実践しましょう。

◆防虫ネット・近紫外線カットフィルム・粘着シートなどを活用し、適切な栽培管理と合わせ、病害虫の発生を最小限に抑制しましょう。

※この情報は、上川農業改良普及センター本所地域(旭川市、鷹栖町、当麻町、比布町、愛別町、上川町)向けに作成されています。
気象・土壌条件・作業体系から当地域以外には、適用されませんので十分ご注意ください。（不利益・損害などが発生した場合、当方は責
任を負うことはできません）
※掲載されている農薬情報は、令和２年５月１３日現在の登録内容となっていますので、活用の際は、あらかじめ安全使用基準を確認くだ
さいますようお願いします。

■□■□■□■□ GAP手法の活用 □■□■□■□
【農作業事故編】

－農作業事故の防止は日頃の安全確認から－

・作業は計画的に行い、定期的に休憩を取りましょう。
・農機の点検や清掃、異物除去等を行う際には、必ずエンジンを停止しましょう。
・危険を伴う作業（ハウスビニール脱着など高所作業等）を行う際は、安全確認を必ず行いましょう。
・お互い声かけできる範囲内で作業を行い、なるべく「ひとり作業」は控えましょう。


